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・令和3年10月から衆議院議員｡現在､日本維新の会国会議員団代表
　補佐､国会対策委員長代理､党紀委員長､衆議院議院運営委員､総
　務常任委員会理事、情報監視審査会委員。　　　　　　　　　
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本会議・委員会等 質問36回 ～国民目線と地方の立場で

改革へ 47法案を提出

　馬場伸幸代表を団長とする日本維新の会友
好訪問団のメンバーとして、この夏、台湾を訪
問しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　李登輝元総統の墓参の後、蔡英文総統をは

じめとする台湾首脳
陣と会談。日台の協
力関係強化への課題
を整理し、信頼関係
を深めるなど、維新
の外交政策にとって
意義のある訪台とな
りました。　　　　　　　

●台湾訪問

Nakatsuka Hiroshi中司中司 宏宏維新の会維新の会

実、消防の広域化、NHK改革、国葬儀のあり方など、これまでに

行った委員会等での質問、討論等は計36回に及びました。　　　　　

　法案提出においては、東京一極集中を解消し大阪の副首都化をめ

ざす「副首都法案」を座長としてとりまとめて提出しました。この他、

NHK改革法案、日銀法改正案、天下り規制法案、公選法改正案な

ど、2年間で維新の会は47法案を提出。様々な法案のとりまとめに

ついて、国対役員やプロジェクトのメンバーとして参画しました。　　

上げ、対策の強化やデジタル人材の

育成を求めました。　　　　　　　　　　　

　その他、コロナ対策、地方財源の充

全国キャラバンを再開
　「維新の改革を全国に」とス
タートした馬場代表の全国
キャラバンを秋に再開、山口、
島根両県を訪問しました。行
く先々で知事・市長を訪ねて
意見交換を行うとともに、各
所で街頭演説会を開催して維新の政策を訴え、理解を
求めました。キャラバンで最初に訪れたのは東日本大
震災の被災地で、あと２県で全国の訪問が完了します。

　重要な局面でストップする
国会の正常化や審議促進に維
新は❝要❞の役割を果たして
います。臨時国会では、維新の
会、国民民主、有志の会の国対
委員長会談に国対委員長代理
として同席。党首討論の開催、旧文通費問題の解決、
各委員会の活性化、憲法審査会の審議促進等について
与党に働きかけることで合意しました。　　　　　　

　物価高騰対策と生活困
窮者支援として、維新の会
は、社会保険料の減免を中
心とする緊急経済対策を
とりまとめて岸田総理に
提言。赤字国債を発行して

バラまく旧態依然の政府与党の対策に対し、必要な
措置を本当に必要な人に直接届けるため、即効性のあ
る社会保険料減免の実施等を求めています。　　　　

　福島第一原発処理水の海
洋放出への風評被害に対
し、少しでも力になろうと、
国会議員団が「東北応援プ
ロジェクト」を開催。青森、
岩手、宮城、福島、茨城の海
産物等をいただくとともに
改革基金から、合計五千万円の支援金を寄贈しまし
た。今後とも風評被害をなくす取り組みを進めます。

東北応援プロジェクト

ひろしなかつか

宏宏中司
衆議院議員

　おかげさまで、日々の活動に全力で取り組む中、４年任期の折り返しを迎えまし
た。この間、皆さまのご支援に応えるべく、「大阪の改革を国政に」との信念で国
政改革に力を尽くしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　物価が高騰し、格差が一層広がる状況で始まった臨時国会の焦点は、経済対策
です。岸田政権は「増税・国民負担増」の方針を掲げる一方で、部分的な減税・
給付等、小手先のバラマキを優先。その旧態依然の体
質に対し、日本維新の会の馬場伸幸代表は、「経済対
策を装った選挙対策」と断じ、「必要なのは可処分所
得（手取り収入）を上げるための改革」と国民視点の
方向を鮮明にしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「改革保守」の立場で野党第一党をめざすとともに、
国政と地元とをしっかり繋ぐため、これからも頑張って
まいります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

緊急経済対策を提言
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・昭和31年3月生まれ｡父母ともに交野･私部出身で､父方の祖母が
　営んでいた助産所で産湯に浸かる｡枚方で育ち､うみのほし幼稚
　園､市立殿二小､第三中学､府立寝屋川高校､早稲田大学卒。　　

・昭和54年4月から産経新聞社記者｡京都支局を経て東京本社政治
　部に｡中曽根首相番､自民党田中派･竹下派等を担当し､精力的に
　国政の取材を行う｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・昭和62年4月から大阪府議会議員｡自民党枚方支部長､府連青年局
　長｡平成7年5月から枚方市長｡マニフェストを導入し市政発展に
　努める。府市長会会長､全国青年市長会会長等を歴任｡　　　　

・平成27年4月から大阪維新の会府議会議員として､党副政調会長､
　府議団政調会長､府議会私学振興議員連盟会長等を歴任。　　　

党首討論等を働きかけ

、国会議員団の身を切る

なかつかひろし

　国会ではこの間、日本維新の会国会議員団の代表補佐・国会対策

委員長代理として、馬場伸幸代表を補佐すると同時に、遠藤敬国対

委員長を支え、常に国民の目線に立って岸田政権の増税・国民負担

増路線に反対するとともに、各党間の協議を進めて法案の修正や

国会改革を働きかけました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　マイナンバー法の改正案については、本会議で河野デジタル大臣

に対し、住民票の誤発行などトラブルへの不安解消のために、「対

策を徹底して信頼回復に努めめるべき」と指摘。引き続き、地域活

性化・こども対策・デジタル社会形成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特別委員会、総務常任委員会で取り　　　　　　　　　　　　　　　　　　

国政の動き国政の動き

日本維新の会


